
奈
良

十
市
町
自
治
会
所
蔵

木
造
天
部
立
像
の
保
存
修
理

修
理
年
度

平
成
十
六
・
十
七
年
度

事

業

者

十
市
町
自
治
会

事
業
助
成
者

奈
良
県
・
橿
原
市

施

工

財
団
法
人
美
術
院

は

じ

め

に

奈
良
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
、
橿
原
市
十
市
町
は
古
代
・
中
世
に
お
け
る
十
市
郡

の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
り
、
十
市
御
県
坐
神
社
を
中
心
と
し
て

古
代
豪
族
十
市
県
主
が
活
躍
し
た
と
考
え
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。

本
像
は
神
社
の
西
五
〇
〇
�
程
の
所
に
あ
る
正
覚
寺
に
伝
来
し
た
天
部
立
像

で
あ
る
。
正
覚
寺
は
現
在
は
自
治
会
が
管
理
す
る
小
堂
だ
が
、
本
像
の
他
、
平

安
前
期
に
遡
る
地
蔵
菩
薩
立
像
や
平
安
末
期
の
半
丈
六
の
大
日
如
来
坐
像
な
ど

を
伝
え
て
お
り
、
当
地
に
お
け
る
往
時
の
仏
教
文
化
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で

き（
１
）
る
。

本
像
は
同
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
と
共
に
昭
和
五
十
年
に
橿
原
市
指
定
文
化
財
と

な
り
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た
。
奈
良
県
指
定

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
は
昭
和
六
十
三
年
で
あ（
２
）
る
。
両
像
と
も
損
傷
に

よ
り
自
立
が
難
し
い
状
況
で
、
博
物
館
に
あ
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で
展
示
の
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
今
回
の
修
理
事
業
は
博
物
館
か
ら
奈
良
県
教
育
委
員

会
に
相
談
が
あ
り
、
県
・
橿
原
市
教
育
委
員
会
・
地
元
自
治
会
の
三
者
の
交
渉

に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
修
理
は
十
市
町
自
治
会
を
事
業
主
体
と
し
、

（
財
）
美
術
院
に
委
託
し
、
奈
良
国
立
博
物
館
内
文
化
財
保
存
修
理
所
に
お
い

て
実
施
し
た
。
修
理
監
督
は
奈
良
県
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
。

本
稿
で
は
天
部
・
地
蔵
の
二
体
の
う
ち
天
部
立
像
の
修
理
内
容
に
つ
い
て
報

告
す
る
。

【
像
の
概
要
】

等
身
大
の
天
部
立
像
で
あ（
３
）
る
。
頭
上
に
大
き
な
宝
冠
を
つ
け
、
唐
風
の
衣
を

ま
と
う
姿
か
ら
梵
天
ま
た
は
帝
釈
天
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
頭
・

体
幹
部
を
沓
先
ま
で
含
み
サ
ク
ラ
属
の
一
材
か
ら
彫
成（
４
）
し
、
背
面
の
上
下
二
箇

所
か
ら
内
刳
り
を
施
し
、
両
肩
以
下
に
ク
ス（
楠
）
か
と
見
ら
れ
る
袖
部
材
を
矧

ぎ
付
け
る
一
木
造
の
構
造
で
あ（
５
）
る
。
面
幅
が
広
く
、
肉
付
け
に
厚
み
を
残
し
た

古
様
な
顔
立
ち
と
い
え
る
も
の
の
、
体
奥
は
深
く
な
く
、
細
身
で
丈
高
の
穏
や

か
な
表
現
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
衣
文
の
彫
り
口
は
浅
く
、
製
作
は
十
世
紀

末
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

―
修
理
報
告
―

佐

藤

大
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【
修
理
前
の
損
傷
状
況
】

〇
両
肩
矧
目
に
沿
う
部
分
・
裳
裾
ま
わ
り
・
沓
先
を
中
心
と
し
て
全
体
に
虫
蝕

・
腐
蝕
が
認
め
ら
れ
た
。
特
に
両
肩
上
部
・
上
部
背
刳
り
の
右
上
・
右
長
袂

内
側
半
ば
・
裳
裾
・
沓
先
等
で
は
損
傷
が
著
し
く
、
彫
刻
面
が
失
わ
れ
て
い

た
。

〇
両
肩
・
左
袖
口
・
下
部
背
刳
り
蓋
板
の
矧
目
が
緩
み
、
上
部
背
刳
り
の
蓋
板

は
亡
失
し
て
い
た
。

〇
各
所
に
干
割
れ
が
生
じ
、
特
に
背
面
の
腰
か
ら
裳
裾
に
至
る
箇
所
は
大
き
く

口
を
開
け
て
い
た
。

〇
肉
身
部
の
漆
箔
、
衣
部
の
彩
色
（
と
も
に
後
補
）
に
浮
き
上
が
る
箇
所
が
あ
っ

た
。
ま
た
漆
箔
表
面
の
古
色
が
尊
容
を
損
ね
て
い
た
。

〇
両
手
首
先
（
後
補
）
の
取
り
付
け
が
悪
く
、
左
手
は
第
二
・
五
指
が
割
損
欠
失

し
、
第
三
・
四
指
が
形
状
不
適
合
で
あ
っ
た
。

〇
天
衣
の
半
ば
よ
り
先
の
遊
離
部
分
が
欠
失
し
て
い
た
。

〇
台
座
を
失
い
、
仮
台
に
不
安
定
な
状
態
で
立
っ
て
い
た
。

【
修
理
方
針
】

修
理
の
主
要
な
目
的
は
像
を
安
定
し
た
状
態
で
保
存
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
朽
損
が
彫
刻
面
に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
表
面
の
調
整
も
必
要

と
さ
れ
た
。
表
面
の
漆
箔
・
彩
色
は
全
て
後
補
に
替
わ
っ
て
お
り
、
面
部
の
漆

箔
の
上
か
ら
は
本
来
の
眼
の
造
形
に
相
応
し
く
な
い
補
彩
が
施
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
表
面
に
つ
い
て
は
現
状
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
、

現
在
の
文
化
財
修
理
の
考
え
方
の
中
で
可
能
な
限
り
尊
容
を
回
復
す
る
こ
と
と

し
た
。

【
修
理
仕
様
】

（
本
体
）

〇
本
体
の
朽
損
（
虫
蝕
・
腐
蝕
等
）
は
濡
れ
色
に
留
意
し
、
メ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス

（
Ｓ
Ｍ
四
〇
〇
〜
Ｓ
Ｍ
四
〇
〇
〇
）
一
％
及
び
二
％
液
を
使
い
分
け
て
含
浸
し

強
化
し
た
。

〇
手
首
・
両
肩
（
肩
・
腕
・
袂
）・
左
袖
口
・
背
板
を
解
体
し
、
右
方
袂
の
中
途

の
折
損
接
合
箇
所
は
緩
み
が
生
じ
て
い
た
た
め
一
旦
取
り
離
し
た
。

〇
肉
身
部
の
漆
箔
の
浮
き
上
が
り
は
、
メ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス
（
Ｓ
Ｍ
四
〇
〇
）
に

ア
ク
リ
ル
樹
脂
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
（
商
品
名
プ
ラ
イ
マ
ル
Ａ
Ｃ
二
二
三
五
）
四
六

％
液
を
加
え
、
剥
落
止
め
を
行
っ
た
。
漆
箔
上
の
漆
に
よ
る
古
色
は
可
能
な

範
囲
で
除
去
し
、
周
囲
の
漆
箔
に
会
わ
せ
て
見
や
す
い
よ
う
に
整
え
た
。

〇
衣
部
の
彩
色
の
浮
き
上
が
り
は
、
メ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス
（
Ｓ
Ｍ
四
〇
〇
〜
Ｓ
Ｍ

一
五
〇
〇
）
一
％
液
で
剥
落
止
め
を
行
っ
た
。

〇
虫
蝕
・
腐
蝕
箇
所
に
は
檜
材
及
び
漆
木
屑
を
充
填
し
彫
刻
面
（
右
袖
口
、
後
襟
、

両
肩
、
両
袂
内
側
の
接
着
面
、
袂
外
側
面
の
襞
の
形
、
両
裾
先
、
両
沓
先
）
の
形
状

を
整
え
た
。

〇
両
肩
腕
部
、
両
袖
口
、
下
部
背
板
（
杉
材
）
は
接
着
面
の
欠
損
等
を
檜
材
及
び

漆
木
屑
を
充
填
し
漆
で
緊
結
し
た
。
但
し
下
部
背
板
に
は
元
禄
十
五
年
の
墨

書
が
あ
る
た
め
膠
付
け
と
し
た
。

〇
各
所
の
干
割
れ
の
う
ち
、
天
冠
台
か
ら
左
面
部
に
か
か
る
箇
所
と
右
口
元
か

ら
顎
・
三
道
に
か
か
る
箇
所
は
、
見
や
す
い
程
度
に
尊
容
を
整
え
た
。

〇
補
修
さ
れ
た
指
先
（
左
手
第
二
・
三
・
四
・
五
指
及
び
、
右
手
第
一
指
）
が
形
状

不
適
合
な
た
め
撤
去
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
首
に
合
わ
せ
た
指
先
を
桧
材
で
補

作
し
た
。

〇
欠
失
し
て
い
た
上
部
背
板
は
檜
材
に
よ
り
補
足
し
た
。
取
り
付
け
に
あ
た
り
、
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大
き
い
干
割
れ
は
檜
材
を
嵌
め
、
形
状
を
整
え
た
。

〇
天
衣
の
欠
損
箇
所
は
、
現
状
の
ま
ま
と
し
た
。

（
台
座
）

〇
檜
材
、
黒
漆
塗
り
の
方
座
を
新
補
し
、
上
面
に
丸
�
を
立
て
、
像
底
丸
�
穴

を
整
え
て
安
定
を
は
か
っ
た
。

〇
像
底
部
の
形
状
に
合
わ
せ
た
板
を
設
け
、
像
の
安
定
を
は
か
っ
た
。

お

わ

り

に

今
回
の
修
理
は
像
の
安
定
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
併
せ
て
尊
容
の
回
復
を

方
針
の
一
つ
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
外
観
の
上
で
も
よ
り
見
や
す
い
も
の
に
な

っ
た
と
い
え
る
。
面
部
は
目
の
上
に
施
さ
れ
た
補
彩
を
除
去
し
、
表
面
を
調
整

す
る
こ
と
で
像
本
来
の
表
情
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
背
面
で
は
上
部
背

板
を
補
作
し
干
割
れ
を
充
填
す
る
こ
と
で
、
損
傷
著
し
い
姿
を
改
善
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
良
好
な
状
態
で
竣
工
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
修
理
者
の
豊
富
な

経
験
か
ら
培
わ
れ
た
優
れ
た
技
術
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
材
質
や
構
造
技

法
、
下
部
背
板
裏
面
の
銘
記
な
ど
の
新
知
見
も
本
修
理
の
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。

文
化
財
の
修
理
は
公
的
補
助
を
受
け
て
も
な
お
自
己
負
担
金
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
捻
出
に
は
地
元
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
。
今
回
の
場
合
、
寄
託
以
降
も
自

治
会
代
表
者
が
し
ば
し
ば
博
物
館
を
訪
れ
て
お
り
、
所
有
者
自
身
が
本
像
の
保

存
状
態
を
把
握
し
、
修
理
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
修
理
に
結
び
つ

い
た
要
因
と
い
え
よ
う
。
修
理
中
に
は
自
治
会
代
表
者
と
橿
原
市
教
育
委
員
会

の
文
化
財
担
当
者
が
工
房
を
訪
れ
、
施
工
者
か
ら
説
明
を
受
け
る
機
会
も
設
け

た
。
今
回
修
理
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
何
よ
り
も
地
域
の
仏
像
に
対

す
る
強
い
愛
着
と
地
元
の
方
々
の
文
化
財
に
対
す
る
深
い
理
解
が
あ
っ
て
の
こ

と
と
い
え
る
。

【
注
】

（
１
）
大
日
如
来
坐
像
は
か
つ
て
十
市
御
県
坐
神
社
神
宮
寺
大
日
堂
の
本
尊
で
あ
り
、
明

治
の
神
仏
分
離
に
よ
り
正
覚
寺
に
移
座
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
正
覚
寺
は
南
北

朝
時
代
以
降
の
記
録
で
は
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
現
在
の
小
堂
も
阿
弥
陀

堂
と
称
し
て
い
る
。
本
像
・
地
蔵
菩
薩
立
像
と
も
正
覚
寺
に
入
る
以
前
の
伝
来
は

不
詳
。

（
２
）
『
奈
良
県
指
定
文
化
財

昭
和
６２
年
度
版
（
第
２９
集
）』
昭
和
６３
年

奈
良
県
教
育

委
員
会
文
化
財
保
存
課

（
３
）
像
の
基
本
デ
ー
タ
は
以
下
の
通
り
。

【
形
状
】
高
髻
、
天
冠
台
（
紐
一
条
、
列
弁
帯
）、
宝
冠
彫
出
。
宝
冠
の
表
面
に
飾

り
金
具
を
打
ち
付
け
た
痕
跡
が
あ
る
。
鬢
髪
一
条
が
耳
に
か
か
る
。
三
道
相
。
襯

衣
、
長
袂
衣
、
�
襠
衣
を
著
し
、
両
手
に
天
衣
を
か
け
る
。
左
手
屈
臂
、
掌
を
内

に
し
て
持
物
（
亡
失
）
を
執
り
、
右
手
垂
下
、
掌
を
前
に
し
て
全
指
を
伸
ば
す
。

腕
釧
彫
出
。
裳
を
着
け
、
沓
を
履
き
、
右
足
を
や
や
外
に
向
け
て
立
つ
。

【
品
質
・
構
造
】

サ
ク
ラ
属

一
木
造

漆
箔
・
彩
色

頭
・
体
幹
部
は
右
腕
内
側
と
天
衣
の
一
部
を
含
み
、
沓
先
に
い
た
る
ま
で
縦
一
材

か
ら
彫
り
出
し
、
木
心
を
ほ
ぼ
中
央
に
籠
め
る
。
背
面
で
上
下
二
段
に
分
け
て
長

方
形
の
背
刳
り
（
上
段

縦
二
〇
・
八
、
横
一
二
・
八
、
深
一
〇
・
七
）
を
施
し
、

各
背
板
（
上
半
分
欠
失
、
下
半
分
杉
板

縦
七
二
・
八
、
横
一
三
・
〇
）
を
あ
て

る
。
こ
れ
に
肩
下
が
り
か
ら
袖
に
い
た
る
縦
材
（
内
刳
り
を
施
す
）
を
左
右
に
矧

ぎ
（
雇
�
各
二
箇
所
で
と
め
る
）、
さ
ら
に
左
は
袖
口
部
縦
一
材
を
前
膊
半
ば
で

蟻
�
に
継
ぎ
、
両
手
首
を
矧
ぐ
。
右
大
腿
部
外
側
で
破
損
部
（
上
下
三
〇
・
三
、

幅
四
・
五
）
を
埋
木
し
た
痕
跡
が
あ
る
。

【
法
量
（
修
理
後
、
美
術
院
測
定
）】

本
体

総
高
一
七
一
・
三
／
像
高
一
六
四
・
二
／
頂
上
〜
顎
三
四
・
三
／
髪
際
高

一
四
四
・
〇
／
髪
際
〜
顎
一
五
・
〇
／
面
幅
一
四
・
八
／
耳
張
一
九
・
五
／
面
奥

一
八
・
六
／
臂
張
四
六
・
六
／
袂
張
五
一
・
六
／
裾
張
三
五
・
二
／
足
先
開
（
内

側
）
九
・
四
／
同
（
外
側
）
二
三
・
〇
／
胸
奥
二
二
・
一
／
腹
奥
二
三
・
四

台
座

全
高
七
・
一
／
方
座
高
七
・
一
／
同
張
六
三
・
九
／
同
奥
四
八
・
八
／
隅

足
高
一
・
五
〈
単
位
�
〉
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【
銘
記
】

背
板
（
腰
下
）
裏
面
墨
書
銘

梵
字
（
サ
）
奉
修
幅
尊
像
／
勧
進
者
沙
門
阿
闍
梨

（
マ
マ
）

宥
尊
／
大
佛
師
大
坂
山
本
平
右
衛
門
／
大
座
五
光
供
一
作
／
元
禄
十
五
年
壬
午
九

月
上
旬

（
４
）
こ
れ
ま
で
は
桂
材
と
推
定
さ
れ
て
い
た
が
、
奈
良
国
立
博
物
館
と
京
都
大
学
生
存

圏
研
究
所
が
行
っ
た
木
質
鑑
定
に
よ
り
本
体
部
は
サ
ク
ラ
属
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
（『
鹿
園
雑
集
』
第
八
号

平
成
十
八
年
）

（
５
）
体
幹
部
と
は
異
な
る
材
を
用
い
た
作
例
と
し
て
は
禅
定
寺
十
一
面
観
音
立
像
な
ど

が
あ
る
。

（
さ
と
う

だ
い
／
奈
良
県
文
化
財
保
存
課
）

〈
付
記
〉

平
成
十
九
年
二
月
、
十
市
町
自
治
会
員
一
〇
〇
名
あ
ま
り
の
方
々
が
、
本
像
と
地
蔵
菩

薩
立
像
の
修
理
後
の
姿
を
ご
覧
に
な
る
た
め
奈
良
国
立
博
物
館
を
訪
れ
た
。
修
理
後
の
お

披
露
目
と
し
て
は
異
例
の
規
模
で
、
本
像
に
対
す
る
地
元
の
思
い
の
深
さ
か
ら
実
現
し
た

こ
と
で
あ
る
。

図２ 右側（修理前）図３ 右側（修理後）図４ 背面（修理前）図５ 背面（修理後）

図１ 解体

124



図６ 修理前

図７ 修理後
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図８ 修理図解

126


